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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第２四半期連結
累計期間

第60期
第２四半期連結
累計期間

第59期
第２四半期連結
会計期間

第60期
第２四半期連結
会計期間

第59期

会計期間

自平成21年
７月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
７月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
７月１日
至平成22年
６月30日

売上高（千円） 2,109,0852,799,3941,083,8681,453,1604,631,463

経常利益（千円） 36,070 362,894 86,049 204,943 316,105

四半期（当期）純利益（千円） 36,995 212,219 87,849 121,105 387,013

純資産額（千円） － － 4,173,6044,718,1084,520,275

総資産額（千円） － － 8,065,4358,442,1268,140,360

１株当たり純資産額（円） － － 238.75 269.92 258.60

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
2.12 12.14 5.03 6.93 22.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 51.7 55.9 55.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
307,442 466,455 － － 590,114

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△71,920△111,736 － － △173,047

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
25,971△170,961 － － △405,234

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,868,3031,801,2051,618,642

従業員数（人） － － 276 276 281

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人）　　　　　　　　　　　 276(129)

      （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（嘱託、常用時給者、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を

含む。）は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を( )外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 226(123)

      （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（嘱託、常用時給者、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を

含む。）は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

　 当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）　

金属熱処理加工事業（千円） 872,759 －

　（注）１．金額は製造原価によっており、消費税等は含まれておりません。

２．金属熱処理加工事業は、取引先の品物に熱処理加工を施すことが生産であるため、生産実績は当第２四半期

連結会計期間製品製造原価を記載いたします。

３．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

（2）受注状況

　 当第２四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

金属熱処理加工事業 1,336,460 － 156,533 －

　（注）　金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

（3）販売実績

　 当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）　

金属熱処理加工事業（千円） 1,323,369 －

運送事業（千円） 114,962 －

情報処理事業（千円） 14,828 －

合計（千円） 1,453,160 －

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２【事業等のリスク】

 当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益に改善が見られ設備投資は持ち直しているものの、円

高の影響や失業率は高水準にある等、先行き不透明な状況が続きました。

このような経済状況のもとで、当社グループは、生産性の向上に取組み原価低減を図り収益性の向上に努めまし

た。

こうした事業活動の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は1,453百万円（前年同四半期比34.1%増）、営業

利益は201百万円（前年同四半期比158.3%増）、経常利益は204百万円（前年同四半期比138.2%増）、四半期純利益

は121百万円（前年同四半期比37.9%増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①金属熱処理加工事業

　金属熱処理加工事業においては、自動車業界、産業工作機械、建設機械業界向け等、各熱処理受注において増加いた

しました。

　こうした状況の中で、熱処理効率の改善による生産性の向上、人件費、修繕費など固定費の削減を進め、全力で収益

の確保に努めました。

これらの結果、売上高は1,323百万円、セグメント利益は183百万円となりました。

②運送事業

運送事業につきましては、売上高が回復基調にある中、傭車（外注）便を活用すると共に、運行管理の徹底、配車

の合理化及びエコドライブによる燃費の削減などに努めました。

これらの結果、売上高は114百万円、セグメント利益は８百万円となりました。

③情報処理事業

情報処理事業につきましては、営業活動を強化し、新規受注獲得に努めました。

これらの結果、売上高は14百万円、セグメント利益は20百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は第１四半期連結会計期間

末と比較し15百万円減少し1,801百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は197百万円（前年同四半期は242百万円）となりました。これは主に売上債権157

百万円の増加があったものの税金等調整前四半期純利益203百万円、減価償却費113百万円などを計上したことによ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は101百万円（前年同四半期は47百万円）となりました。これは主に有形固定資産

の取得に67百万円、無形固定資産の取得に33百万円の支払いを行ったことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は109百万円（前年同四半期は117百万円）となりました。これは主に長期借入金の

返済70百万円及び社債の償還20百万円などを行ったことなどによるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は15百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　  当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　   当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 58,686,000

計 58,686,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行
数(株)
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,631,600 17,631,600

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株

計 17,631,600 17,631,600 － －

（２）【新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

　 該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成22年10月1日～

　平成22年12月31日
－ 17,631,600 － 878,363 － 713,431

       

（６）【大株主の状況】

 平成22年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　大屋　和雄 　神奈川県海老名市 1,644 9.32

　有限会社大屋興産 　神奈川県厚木市上依知字上ノ原3012-3 1,056 5.98

　大屋　廣茂   神奈川県厚木市 940 5.33

　大久保歯車工業株式会社 　神奈川県厚木市上依知3030 907 5.14

　株式会社横浜銀行

　 (常任代理人　資産管理サー 

　 ビス信託銀行株式会社）

　神奈川県横浜市西区みなとみらい3-1-1

   (東京都中央区晴海1-8-12)
797 4.52

  株式会社三井住友銀行 　東京都千代田区有楽町1-1-2 585 3.31

　富春　勇   広島県広島市 580 3.28

　 株式会社商工組合中央金庫   東京都中央区八重洲2-10-17 568 3.22

　ＴＨＫ株式会社   東京都品川区西五反田3-11-6　 530 3.00

　坂内　誠   神奈川県小田原市 492 2.79

計 － 8,101 45.95
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（７）【議決権の状況】

　     ①【発行済株式】 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 152,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,394,000 17,394 －

単元未満株式 普通株式 85,600 － －

発行済株式総数 17,631,600 － －

総株主の議決権 － 17,394 －

 

②【自己株式等】 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱オーネックス
神奈川県厚木市上依

知字上ノ原3012-3
152,000 － 152,000 0.86

計 － 152,000 － 152,000 0.86
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
７月

８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 118 114 110 102 120 109

最低(円) 97 100 100 87 90 100

　（注）最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場（スタンダード）におけるもので　

あり、それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。　　　　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 　　 － 代表取締役社長 管理本部長　 大屋　和雄　 平成22年10月１日

取締役 事業本部長　 取締役　 技術研究所長　 横山　剛 平成22年10月１日　

取締役　 管理本部長　 取締役　 管理本部副本部長　 鶴田　猛士　 平成22年10月１日　

取締役　 技術研究所長　 取締役　 事業本部長　 渡部　祐一　 平成22年10月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年７月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年７月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年７月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年７月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,811,205 1,628,642

受取手形及び売掛金 ※2
 1,929,827 1,718,650

有価証券 998 991

製品 8,597 7,012

仕掛品 31,894 37,880

原材料及び貯蔵品 97,427 91,455

繰延税金資産 35,309 19,578

その他 221,684 276,809

貸倒引当金 △709 △634

流動資産合計 4,136,233 3,780,384

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 941,342 969,796

機械装置及び運搬具（純額） 774,688 890,406

土地 1,838,851 1,838,851

リース資産（純額） 92,050 82,191

建設仮勘定 28,146 3,000

その他（純額） 78,937 76,285

有形固定資産合計 ※1
 3,754,016

※1
 3,860,530

無形固定資産 89,192 55,988

投資その他の資産

投資有価証券 190,018 163,505

繰延税金資産 128,751 134,787

その他 144,132 145,396

貸倒引当金 △218 △233

投資その他の資産合計 462,683 443,456

固定資産合計 4,305,892 4,359,975

資産合計 8,442,126 8,140,360
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 372,091 320,535

短期借入金 341,956 409,380

1年内償還予定の社債 298,000 278,000

未払金 275,420 325,901

未払費用 209,055 157,110

未払法人税等 178,147 44,626

賞与引当金 38,113 32,658

その他 165,446 128,823

流動負債合計 1,878,230 1,697,036

固定負債

社債 716,000 775,000

長期借入金 683,825 700,510

退職給付引当金 296,494 299,431

役員退職慰労引当金 － 80,899

その他 149,468 67,207

固定負債合計 1,845,787 1,923,048

負債合計 3,724,018 3,620,084

純資産の部

株主資本

資本金 878,363 878,363

資本剰余金 713,431 713,431

利益剰余金 3,145,993 2,968,733

自己株式 △37,229 △37,219

株主資本合計 4,700,558 4,523,308

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17,549 △3,033

評価・換算差額等合計 17,549 △3,033

純資産合計 4,718,108 4,520,275

負債純資産合計 8,442,126 8,140,360
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 2,109,085 2,799,394

売上原価 1,576,262 1,896,312

売上総利益 532,823 903,082

販売費及び一般管理費 ※
 510,987

※
 539,749

営業利益 21,835 363,332

営業外収益

受取利息 2,692 2,750

受取配当金 476 1,415

投資有価証券売却益 － 368

受取賃貸料 5,384 4,614

スクラップ収入 3,087 7,288

雇用調整助成金収入 22,715 －

工場設置奨励金 － 4,361

その他 8,844 4,161

営業外収益合計 43,201 24,958

営業外費用

支払利息 22,883 17,607

支払手数料 6,062 5,786

社債発行費 － 809

その他 19 1,193

営業外費用合計 28,965 25,396

経常利益 36,070 362,894

特別利益

投資有価証券売却益 － 255

保険解約益 7,604 －

役員退職慰労引当金戻入額 10,299 2,165

特別利益合計 17,903 2,421

特別損失

固定資産売却損 53 77

固定資産除却損 2,734 1,557

投資有価証券評価損 6,686 －

特別損失合計 9,473 1,635

税金等調整前四半期純利益 44,500 363,680

法人税、住民税及び事業税 10,354 168,758

法人税等調整額 △2,849 △17,297

法人税等合計 7,504 151,460

少数株主損益調整前四半期純利益 － 212,219

四半期純利益 36,995 212,219
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 1,083,868 1,453,160

売上原価 763,801 968,426

売上総利益 320,066 484,734

販売費及び一般管理費 ※
 242,198

※
 283,623

営業利益 77,867 201,110

営業外収益

受取利息 1,311 1,278

受取配当金 326 1,302

受取賃貸料 2,634 2,254

スクラップ収入 1,916 4,417

雇用調整助成金収入 9,744 －

工場設置奨励金 － 4,361

法人税等還付加算金 5,995 －

その他 989 2,350

営業外収益合計 22,918 15,964

営業外費用

支払利息 11,095 8,154

支払手数料 3,633 3,248

その他 7 728

営業外費用合計 14,736 12,131

経常利益 86,049 204,943

特別利益

投資有価証券売却益 － 255

保険解約益 7,604 －

特別利益合計 7,604 255

特別損失

固定資産売却損 53 77

固定資産除却損 541 1,557

投資有価証券評価損 560 －

特別損失合計 1,154 1,635

税金等調整前四半期純利益 92,499 203,563

法人税、住民税及び事業税 1,853 74,130

法人税等調整額 2,796 8,328

法人税等合計 4,650 82,458

少数株主損益調整前四半期純利益 － 121,105

四半期純利益 87,849 121,105
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 44,500 363,680

減価償却費 270,055 219,336

投資有価証券評価損益（△は益） 6,686 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,872 △2,937

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △91,327 △80,899

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,672 5,454

受取利息及び受取配当金 △3,169 △4,165

支払利息 22,883 17,607

投資有価証券売却損益（△は益） － △623

保険解約損益（△は益） △7,604 －

固定資産除却損 2,734 1,557

売上債権の増減額（△は増加） △194,378 △211,176

たな卸資産の増減額（△は増加） △632 △1,570

仕入債務の増減額（△は減少） 59,244 51,555

未払又は未収消費税等の増減額 31,097 11,509

その他 △8,809 146,488

小計 118,736 515,816

利息及び配当金の受取額 3,190 4,165

利息の支払額 △24,155 △18,217

法人税等の支払額 △2,459 △35,309

法人税等の還付額 212,130 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 307,442 466,455

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000 △10,000

定期預金の払戻による収入 10,000 10,000

有形固定資産の取得による支出 △58,124 △77,197

有形固定資産の除却による支出 △600 △350

有形固定資産の売却による収入 1,285 612

無形固定資産の取得による支出 △11,231 △36,390

投資有価証券の取得による支出 △27,008 △1,222

投資有価証券の売却による収入 － 3,511

保険積立金の解約による収入 22,900 －

その他 857 △700

投資活動によるキャッシュ・フロー △71,920 △111,736

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △60,000 －

長期借入れによる収入 580,000 150,000

長期借入金の返済による支出 △311,729 △234,109

社債の発行による収入 － 100,000

社債の償還による支出 △139,000 △139,000

リース債務の返済による支出 △8,501 △13,823

自己株式の取得による支出 △106 △10

配当金の支払額 △34,691 △34,018

財務活動によるキャッシュ・フロー 25,971 △170,961
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年12月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △1,193

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 261,493 182,563

現金及び現金同等物の期首残高 1,606,809 1,618,642

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,868,303

※
 1,801,205
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用して

おります。

　これによる損益に与える影響はありません。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　減価償却の方法として定率法を採用している資産については、連結会計年度

に係る減価償却費の額を期間按分して算定しております。

２．繰延税金資産の回収可能性の判断 　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

（役員退職慰労引当金）

　当社は、平成22年９月28日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給を決議いたしま

した。

　これに伴い、当社の「役員退職慰労引当金」の金額を取崩し、打ち切り支給額の未払い分79,126千円を長期未払金とし

て計上し固定負債の「その他」に含めて表示しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年６月30日）

※１  有形固定資産の減価償却累計額は、8,107,106千円で

あります。 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、7,940,975千円で

あります。 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休

日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理

しております。

　当第２四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次

のとおりであります。 

　──────

受取手形　 56,287千円

支払手形　 64,883 

      

      

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

　給与手当 160,183千円

　賞与引当金繰入額 12,928 

　退職給付費用 17,584 

　役員退職慰労引当金繰入額 11,662 

　給与手当 171,443千円

　賞与引当金繰入額 11,954 

　退職給付費用 13,276 

　役員退職慰労引当金繰入額 4,413 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

　給与手当 81,173千円

　賞与引当金繰入額 12,928 

　退職給付費用 8,545 

　役員退職慰労引当金繰入額 5,227 

　給与手当 85,609千円

　賞与引当金繰入額 11,954 

　退職給付費用 8,020 

　      

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,878,303千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △10,000 

現金及び現金同等物 1,868,303 

　

現金及び預金勘定 1,811,205千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △10,000 

現金及び現金同等物 1,801,205 
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年７月１日　至平

成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　17,631,600株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　152,012株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1)配当金支払額　

決議 株式の種類 配当金の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 　

平成22年9月28日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金　 34,959 2平成22年6月30日平成22年9月29日 　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

  該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 
金属熱処理
加工事業
（千円）

運送事業
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 975,81991,135 16,9121,083,868 － 1,083,868
(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高 － 54,000 16,671 70,671(70,671) －

計 975,819145,13633,5841,154,539(70,671)1,083,868

営業利益 65,963 7,532 5,730 79,226 (1,358)77,867

前第２四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成21年12月31日）

 
金属熱処理
加工事業
（千円）

運送事業
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 1,900,004179,36329,7182,109,085 － 2,109,085
(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高 － 108,00026,917134,918(134,918) －

計 1,900,004287,36356,6352,244,004(134,918)2,109,085

営業利益 7,464 10,323 4,496 22,284 (449) 21,835

　（注）１．事業区分は、製品、商品及び役務の類似性によりセグメンテーションしております。

 　　　 ２．各事業の主な製品

(1）金属熱処理加工事業 浸炭熱処理、窒化熱処理、焼入・焼戻し・焼なまし

(2）運送事業 工業製品及び機械の運送及び荷役

(3）その他 情報処理

　　　　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　　　

 

　前第２四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　　　

 

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

　前第２四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。　

　当社グループは、取引先の品物に熱処理加工を施す事業を営んでおり、それに付随する品物等の運送及び情

報処理事業の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。　

　したがいまして、事業区分に基づき「金属熱処理加工事業」、「運送事業」、「情報処理事業」の３つを報

告セグメントとしております。　

　各報告セグメントに属する主な内容は、次のとおりであります。

　報告セグメント 　主な内容

　金属熱処理加工事業 　浸炭熱処理、窒化熱処理、焼入・焼戻し・焼なまし

　運送事業 　工業製品及び機械の運送及び荷役

　情報処理事業 　コンピュータソフトウェアの開発及び保守

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　当第２四半期連結累計期間（自平成22年７月１日　至平成22年12月31日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　
金属熱処理
加工事業　

運送事業 情報処理事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,550,565　 220,461　 28,368　 2,799,394　 －　 2,799,394　

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　 133,683　 45,221　 178,905　 (178,905)　 －　

計 2,550,565　 354,144　 73,590　 2,978,300　 (178,905)　 2,799,394　

セグメント利益 336,836　 22,788　 13,920　 373,545　 (10,212)　 363,332　

（注）１．セグメント利益の調整額10,212千円はセグメント間取引の消去であります。　

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　　当第２四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　
金属熱処理
加工事業　

運送事業 情報処理事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 1,323,369114,96214,8281,453,160 － 1,453,160

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 68,84935,765104,614(104,614) －

計 1,323,369183,81250,5931,557,775(104,614)1,453,160

セグメント利益 183,5568,288 20,079211,923(10,813)201,110

（注）１．セグメント利益の調整額10,813千円はセグメント間取引の消去であります。　

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

（追加情報）　

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平
成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

著しい変動がないため記載を省略しております。

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

著しい変動がないため記載を省略しております。
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（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

当社グループはデリバティブ取引を行っておりません。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）　

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１.１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年６月30日）

１株当たり純資産額 269.92円 １株当たり純資産額 258.60円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 2.12円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 12.14円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 36,995 212,219

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 36,995 212,219

期中平均株式数（千株） 17,481 17,479

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5.03円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 6.93円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 87,849 121,105

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 87,849 121,105

期中平均株式数（千株） 17,481 17,479

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

       当第２四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

       著しい変動がないため記載を省略しております。

EDINET提出書類

株式会社オーネックス(E01446)

四半期報告書

23/27



２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成22年2月15日

株式会社オーネックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仙波　春雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 湯浅　敦　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　達也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーネック

スの平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年７月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーネックス及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成23年２月14日

株式会社オーネックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 湯浅　敦　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　達也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーネック

スの平成22年７月１日から平成23年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成

22年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年７月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーネックス及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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